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かわま九条の会学習会報告（08・12・7）講師　永田研二さん（月刊ミニコミ詰「タンポポ」）

～米軍再編と自衛隊の今～

米軍と一体化する自衛隊､必然化する憲法破壊

　米軍再編は､日本にある米軍基地が再編されるだけでな＜､自衛隊が米軍と一体化することです｡米軍指揮

下で自衛隊が活動する事を意味します｡集団的自衛権行使であり､憲法破壊であることは明白です｡また､自衛

隊の海外での活動拡大を目的に政府は派兵恒久法のグローバル化を推し進めるものです｡平和憲法下でのこ

うした動きは憲法を徐々に“安楽死"させています｡その矛盾が目衛隊による事故や事件となって現れているの

です。

　その一方｢市場原理｣｢自己責任｣の下で医療･福祉の切り捨てがどんどん行われています｡格差という名の貧

困も蔓延しています｡働く人の４人に１人が年収200万円以下のワーキンブプアです｡この生きにくい世の中、

実は戦争と無縁ではありません｡次のような膨大なあ金が関係しているのです､(三橋トキ子)

日本の防衛費4.8兆円(世界中の他言を撤去できます｡国民の負担年間一人当たり3.了万円｡米国52兆円と

あわせると世界の半分)

国家公務員給与の４割が自衛隊員の給与(障害者への給付金２兆円を上回る)

米軍再編の為の日本の負担３兆円(06年の生活保護費2汀兆円)

米軍への“思いやり予算“年間2000億円

PAC3(パトリオットミサイル)1発５億円､1回の発射訓練に23億円(サラリーマンの生涯賃金2～3億円､フ

リーター6､000万円)

イージス艦1隻1400億円､搭載のSM3(スタンダードミサイル)!発20億円､1回の発射訓練に60億円

ミサイル防衛に要する費用2010年までに１兆円､最終的に６兆円

軍需産業ﾄｯﾌﾟの三菱重工の防衛省契約高3､2了5億円

｢アフガンに緑の大地を　伊藤和也君追悼写真膜｣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペシャワール會主催　東葛実行委員会へのお誘い

　昨年８月ペシャワール会（アフガニスタンで医療活動、大規模な濯漑用水路の建設、農業事業などを行ってい

るＮＧＯ組織）のワーカーとして活動してきた伊藤和也さんが、殺害されるという大変痛ましい事件が起きてし

まいました。アフガンの人々とともに生きた伊藤さんの足跡をたどり、現地の人々に信頼されたあかしでもある

伊藤さんが徹りためた現地の人々の写真を見てもらう写真展を開催するための実行委員を募集しています。

開催は５月下旬、柏か松戸で１週間を考えています。重荷地区の関心のある団体、個人の参加で実行委員会が発

足しました。第２回実行委員会は　２月２７日（金）１０時～１２時　柏市中央公民館３階会議室です

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連絡先　田口（7129･4297）　、富村（7125－4153）
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